
秋 田 大 学 教 育 文 化 学 部 研 究 紀 要
人文・社会科学第75集別刷 令和２年３月

稚内市における水産業を中心とする空間商品化の地域性
篠　原　秀　一

Regional Characteristics of Space Commodification by Fishing 
Industries and others

in Wakkanai City, Hokkaido Prefecture, Japan
SHINOHARA Shuichi

Akita University



− 51 −

Ⅰ．はじめに

１．大都市僻遠市町村と漁業集積地
　大都市僻遠地には数多くの漁業集積地があるが，大都
市僻遠地が必ず漁業集積地ではないし，漁業集積地すべ
てが大都市僻遠地にあるわけでもない。一般に，漁業集
積地は「漁村」と呼称されるが，「漁村」が必ず行政的
に「村」であるわけでもなく，行政的な「市」域に漁業
集積地が存在することもある。つまり，大都市僻遠地の
「市」域にも漁業集積地域は存在する。
　「漁業集積地」は端的に漁業者の多い（あるいは漁業
者率の高い）地域といえるが，「大都市僻遠地」の定義・
想定は簡単ではない。大都市からどのくらい離れていれ
ば「僻遠」と言い得るのかは，さまざまに考えられる。
つまり「僻遠」の指標を物理的距離とするのか，時間距
離とするのか，旅客・物資流動量を指標とするのか。篠
原（2018）は，国勢調査報告の都市圏定義を参考に，
2010 年の国勢調査結果を基に，日本列島の臨海市町村
域を，中心市が昼間人口 100 万以上の「大都市圏」，50
万以上の「準大都市圏」，50 万未満ながら「中核市」の「都
市圏」，そして上記３種都市圏に隣接する「都市隣接圏」，
それ以外の市町村に分類した。この「それ以外の市町村」
が，篠原（2018）の想定した大都市圏・都市圏僻遠市町
村，簡略化して言えば「大都市僻遠地」である。
　この「大都市都市僻遠地」には昼間人口が夜間人口を
上回る自立的地域もあり，漁業者率が全国平均よりも高

い漁業集積地域もそうではない地域もある。ただし，篠
原（2018）の結果をみても，漁業集積度の高い地域は大
都市圏・都市圏・都市近郊よりも僻遠地域に多い。
　本論考は，篠原（2018）の結果を参考に，漁業集積度
の高い大都市僻遠の自立的な一事例地域として稚内市を
選定し，現在の水産業が稚内市の土地柄・地域イメージ
にどれほど影響し，地域経済・活性化の大きな手段とも
される「空間商品化」でどの程度の重要性をもつのかを
検討する。「空間商品化」の地域事例については，篠原
（2013）における羅臼・標津の記述分析事例に準じ，幅
広い地域事象を考察対象とする。

２．稚内市の人口・気候・交通・産業
　近代以降の稚内市は間違いなく漁業者の大都市僻遠集
積地で，国勢調査報告によれば，直近 2015 年の時点で
もその漁業者数は最盛期よりかなり減少したが 768 人を
数え，全就業者の 4.54％を占め，全国平均の 2.61％を上
回っていた。平成 27 年国勢調査によれば，その昼間人
口は 2015 年の時点でも夜間人口を上回り，都市中心性
が比較的高い。文字通り，稚内市は日本最北の北海道宗
谷地域の中心都市である。市内（図１）には国道 40・
238 号線が走り，稚内駅を終点とするＪＲ宗谷本線が運
行本数は少ないものの札幌方面と稚内を結び，稚内駅近
くの稚内港からは利尻島・礼文等への航路と樺太への国
際航路が整備されている。稚内市の最北端である宗谷岬
と北西端の野寒布岬の間の声問地区東海岸寄りには稚内
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図１　研究対象地域（稚内市）（2018 年）
　　（国土地理院 20万分の１地勢図「稚内」平成 15年修正版・「天塩」平成 13年修正版を 86％縮小採録）
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空港があり，2019 年現在も１日１往復の東京便と４往
復の札幌便の旅客機が就航している。
　稚内市役所ホームページ（2019 年 12 月 14 日）によ
れば，2019 年 11 月末現在，稚内市の総人口は 33,636，
世帯が17,757を数える。市域面積が約761.5平方キロメー
トルなので，稚内市１平方キロメートルあたりの人口密
度は約 44 人，日本全体の約 340 人（平成 29 年値，『日
本の統計 2019』による）の約８分の１である。『理科年
表 2020』によれば，稚内市の年平均気温は７℃弱，日
最低気温の月別平年値（1981 〜 2010 年）は１月が最低
で -14℃弱，日最高気温の月別平均値は８月が最高で
22℃強であり，日本の中では人口希薄な冷涼地域といえ
る。夏でも比較的冷涼なため，日本列島猛暑の 2018 年
には，北海道以南からの夏季長期避暑客が稚内市では増
えたとの街の声も聞かれた。
　現在の稚内市の中心産業は，水産業・酪農業・観光業
とその関連産業である。本論考ではその水産業以外の中
心産業による「空間商品化」にも言及し，稚内市におけ
る水産業の相対的重要性を考察する一助とする。

Ⅱ．稚内水産業の推移と空間商品化

１．水産業の推移
１）稚内水産業の全盛期
　稚内市の総人口は，国勢調査開始の 1920 年以来，就
業者数とともにずっと増加してきたが，1980 年代には
減少し始め，漁業者数の増減と相関する。その稚内漁業
の全盛期は，漁業専管水域設定が世界的に本格化する直
前，1976（昭和 51）年までである。
　「稚内市統計書平成 30 年版」によれば，稚内市におけ

る 1976 年の水産物総水揚高は 539,957 トン，31,803,647
千円であり，量的にも金額的にも現在でも史上最高であ
る。この当時，沖合底曳網漁業が全量の９割以上を占め，
全金額の６割以上を占めていた（表１）。これに次ぐ漁
業はイカ釣漁業（全金額の 10％弱）とニシン刺網漁業（全
金額の約８％）とコンブ漁業（全金額の６％弱）であっ
た。また，魚種別水揚高（表２）は，数量的にはスケト
ウダラ，ホッケ，イカナゴ，ニシン，カレイ類，イカ類，
マダラ，カニ類，コンブ，タコ類が上位 10 位を占め，
金額的にはスケトウダラ，イカナゴ，ニシン，イカ類，ホッ
ケ，コンブ，マダラ，カレイ類，カニ類，タコ類が上位
10 位を占める重要魚種であった。
　1976 年の稚内市における水産加工品生産高は公表さ
れていない。同年に近い 1978 年における稚内市の水産
加工生産高（表３-１）は総量 21.6 万トンで，そのうち，
冷凍魚が 16.6 万トンと最も多く，宗谷支庁全体の
88.4％を占めていた。それに続く飼肥料が 4.1 万トン（宗
谷支庁全体の 98.8％，以下同様），魚油が 0.5 万トン
（99.6％），塩蔵品が 1,422 トン（39.4％），素干し品が 1,359
トン（64.2％），その他加工品（調味加工品など）が 801
トン（90.2％），冷凍食品が 579 トン（100％），煉り製
品が 313 トン（92.3％）の生産量であった。多くの品目
が宗谷支庁の中で稚内市を中心としていたことが分か
る。この稚内市の宗谷支庁における生産量比率を 1976
年に当てはめたのが表３-２で，イカナゴすり身，すけ
とうすり身と，魚粉を含む飼肥料が１万トンを超え，魚
油と冷凍カレイ類は１万トンに近く，素干し品と塩蔵品
とその他加工品は 1,000 トン以上，冷凍食品と練り製品
と燻製品は 100 トン以上の生産量であったことが推測さ
れる。
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表１　稚内市における水産物の主要漁業種類別水揚高　（1976・2017･2018年；数量：トン，金額：千円）

数量 金額 数量 金額 数量 金額
沖合底曳網漁業 499818 19921295 13288 1610029 24036 2201938
いか釣漁業 7271 3170171 2608 1549534 1747 1195818
にしん刺網漁業 12012 2575637 78 4023 29 1926
こんぶ漁業 1969 1859965 260 769658 277 810727

89061127643204860150228437478361業漁こた
遠洋底曳網漁業 5021 229910 - - - -

223821911589010279709153業漁にう
その他刺網漁業 988 159459 20 13448 110 16940
かれい刺網漁業 704 150968 50 12010 38 12366
ほっきがい等桁曳網漁業 195 55939 94 41242 73 27854
さけ定置網漁業 35 31981 1768 1518868 1385 830701
ほたてがい桁曳網漁業 74 17360 26804 5578533 47723 7512564
かに固定式刺網漁業 21 15435 244 702355 130 405021
けがに篭網漁業 10 9676 90 308295 86 352993
なまこ桁曳網漁業 49 7836 346 1560287 378 1795425
ほたてがい養殖漁業 - - 948 267300 982 271350
その他の漁業 10117 2659870 118 222067 206 260271

4130497168608187704514319474630813759935計　　総

2017・2018年のいか釣漁業とにしん刺網漁業の値は魚種別水揚量から推定。（稚内市役所水産商工課
　「令和元年稚内の水産」と稚内市役所総務防災課「稚内市統計書平成30年版」より作成）

魚種　＼　年次
年)03成平（8102年)15和昭(6791 2017（平成29)年
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　稚内水産業が全盛期ほどではなかった 1984（昭和 59）
年（日本漁業の量的最盛年）であっても，寒流系魚種ま
たは寒暖両流系魚種の大量水揚地である稚内港が全国８
位（217 千トン），浅海（養殖）系魚種の主要水揚地で
ある宗谷港が全国 122 位（11 千トン）の水揚げを記録
した（篠原，1992）。また，1984 年の日本沿海では，稚
内市は稚内港と宗谷港を併せて，日本海漁業とオホーツ
ク海漁業の境界域に位置する重要水揚地と言える。さら
に，水揚げが減少した 2003 年でも，稚内港は北海道を

代表する「底生系水産物水揚げ」漁港であり，北海道に
おける日本海漁業の重要根拠地・水揚地であった（篠原，
2008）。
２）激減した水産物の水揚げ
　最盛期であった 1976 年の翌年，稚内市における水産
物水揚量は半減に近く激減した。稚内市における直近の
2017 年と 2018 年の総水揚高は，約 49 千トンと約 81 千
トン，約 154 億円と約 180 億円で，全盛期の数量で
10％以下と 15％以下，金額でも半分以下と 60％以下と

表２　稚内市における水産物の主要魚種別水揚高　（1976･2017･2018年；数量：トン，金額：千円）

数量 金額 数量 金額 数量 金額
魚類小計 524158 31803647 15297 3188994 25662 3086851
　　スケトウダラ 262436 8569947 2886 244150 5124 271191
　　ホッケ 103335 2643180 3516 636035 7188 701626
　　イカナゴ 94762 4607507 3296 173787 6768 273185
　　ニシン 22756 4402292 78 4023 29 1926
　　カレイ類 9904 1218439 677 112353 681 84324
　　マダラ 5525 1287052 1729 267058 3152 593973
　　サメ類 1792 94633 1 3 0 0
　　コマイ 604 45534 25 1519 44 4203
　　サケ･マス類 55 44410 1667 1492413 1308 780938
　　その他魚類 22989 8890653 1422 257653 1368 375485
水産動物小計 13561 5402019 5545 5443476 5847 6131914
　　イカ類 7275 3173180 2608 1549534 1747 1195818
　　カニ類 4186 1017301 347 1096123 204 802556
　　タコ類 1840 783507 2214 1072317 3484 2124642
　　エビ類 187 229222 3 4885 3 6683
　　ナマコ類 37 7836 352 1597090 389 1860636
　　ウニ類 35 190797 21 123520 20 141579
貝類小計 269 73299 27971 5926643 48895 7853088
　　ホタテガイ 74 17360 26809 5581306 47735 7518099
　　ホタテガイ稚貝 - - 947 267300 982 271350
　　ホッキガイ 68 34293 97 40207 84 32070
　　ツブガイ - - 123 37779 94 31394
海藻類小計 1969 1866932 268 792741 285 827935
　　コンブ類(乾燥) 1853 1812234 259 770643 277 810727
　　その他海藻類 116 54698 9 22098 8 17208
総　　計 539957 31803647 49134 15407781 80753 17982047

（稚内市役所水産商工課「令和元年稚内の水産」と稚内市役所総務防災課「稚内市統計書平成30年版」より作成）

魚種　＼　年次
年)03成平（8102年)15和昭(6791 2017（平成29)年

表３−１　宗谷支庁及び稚内市における品目別水産加工生産量 表３−２　宗谷支庁及び稚内市における品目別水産加工生産量
）ント；年6791（）ント；年8791（

品目 生産量 宗谷支庁 稚内市 （稚内市％） 品目 生産量 宗谷支庁 （稚内市％） 稚内市推定
素干し 合計 2118 1359 64.2 素干し 合計 2005 64.2 1287
塩干 合計 16 0 0 塩干 合計 88 0 0
煮干し 合計 196 4 2 煮干し 合計 152 2 3
燻製 合計 455 123 27 燻製 合計 435 27 117
塩蔵 合計 3609 1422 39.4 塩蔵 合計 3291 39.4 1297
煉り製品 合計 339 313 92.3 煉り製 合計 424 92.3 391
その他加工 合計 888 801 90.2 その他加工 合計 1287 90.2 1161
冷凍食品 合計 579 579 100 冷凍食 合計 682 100 682
魚油 合計 4891 4872 99.6 魚油 合計 9906 99.6 9866
飼肥料 合計 41529 41041 98.8 飼肥料 合計 68268 98.8 67449

魚粉 15047 15047 100 魚粉 21765 100 21765
冷凍魚 合計 187625 165831 88.4 冷凍 合計 299402 88.4 264671

カレイ類 17520 13751 78.5 カレイ類 9350 78.5 7340
ホッケ 29982 (NODATA) (NODATA) ホッケ 42779 (NODATA) (NODATA)
イカナゴ 30950 30067 97.1 イカナゴ 108188 97.1 105051
その他魚類 31417 (NODATA) (NODATA) その他魚類 18096 (NODATA) (NODATA)
すけとうすり身 51190 51190 100 すけとうすり身 78632 100 78632

4296439.98049583計総3.98543612542242計総

節類水産加工品の生産量は宗谷支庁全体でも０トンである。 節類水産加工品の生産量は宗谷支庁全体でも０トンである。

（「昭和53年水産物流通統計年報」により作成　 　　　　　　　　　　　 　(稚内市％）は1978年の宗谷支庁における稚内市生産量の％である。
(稚内市％)の総計値は、稚内市推定総計値を宗谷支庁総計値で除し

た値で、1978年の総計％とは若干数値が異なる。
（「昭和51年水産物流通統計年報」により作成）
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表４　稚内港における水産物輸出入高　（2013～2018年；数量：トン，金額：百万円）

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額
輸入総計 － 5069.1 － 5541.4 － 1868.4 － 1638.6 － 3599.6 － 974.9
　　活カニ類 6026.9 4647.8 4600.1 5078.9 827.1 1317.4 531.0 876.7 245.9 298.4 227.2 395.3
　　冷凍魚 － － 14.0 27.0 16.9 36.5 83.4 106.5 27.7 66.8 － －
　　その他魚介類 20.2 42.4 553.4 427.6 622.3 490.1 638.8 557.8 634.1 611.5 536.5 492.9
　　水産物（％） － 92.5% － 99.9% － 98.7% － 94.0% － 27.1% － 91.1%
輸出総計 － 1651.9 － 1156.2 － 611.3 － 583.2 － 353.3 － 102.1
　　魚介類 962.2 785.5 886.1 302.9 393.4 384.8 130.8 27.7 414.8 211.7 74.5 26.2
　　水産物（％） － 47.6% － 26.2% － 62.9% － 4.7% － 59.9% － 25.7%

（稚内市役所総務防災課「稚内市統計書平成29年版・平成30年版」より作成；平成30年値は確報値；それ以前年次値は確定値）

2018（平成30)年魚種　＼　年次 2013(平成25)年 2015（平成27)年2014（平成26)年 2016(平成28)年 2017（平成29)年

表５　稚内市における製品区分別水産加工品出荷金額（2017・2018年；百万円）

事業所数 従業員数 出荷金額 （全体％） 事業所数 従業員数 出荷金額 （全体％）
冷凍水産物 13 584（172）<59> 9747.9 69.4 11 488<187> 7767.3 57.0
乾製品 5 122（23）<4> 2055.8 14.6 6 165<39> 1988.0 14.6
調味加工品 2 83（15）<8> 814.1 5.8 4 141<48> 1988.0 14.6
一般加工品 6 63（4）<13> 790.5 5.6 5 54<27> 1248.7 9.2
前処理 5 102（4）<54> 427.2 3.0 6 113<94> 331.4 2.4
すり身 1 16（1）<2> 203.9 1.5 1 15<1> 300.0 2.2
総計 58 973（219）<140> 14039.4 － 59 976<396> 13623.4 －

事業所数は各製品区分生産を主とする回答数で、その全事業所数比は2018年末が約55％、2017年末が約56％であった。
従業員数< >内の数字は臨時員数、2018年末数( )内の数字は外国人研修生数である。
(「稚内の水産令和元年版・平成30年版」により作成。）

製品区分 末年）92成平（7102末年）03成平（8102

なった（表１・２）。
　漁業種類別に 1976 年と 2017・2018 年の水揚げ差異を
みる（表１）と，沖合底曳網漁業が激減（数量は５％以
下，金額は 12％以下）し，遠洋底曳網漁業は消滅し，
いか釣り漁業も減少し，伝統のニシン刺網漁業とコンブ
漁業もその他の漁業も激減した。水揚げが増加したのは
たこ漁業，さけ定置網漁業，ほたてがい桁曳網漁業（栽
培漁業），かに固定式刺網漁業，けがに篭網漁業，なま
こ桁曳網漁業，ほたてがい養殖漁業である。従来からの
漁業種類の多様性を失い，遠洋・沖合漁業のほとんどが
激減し，沿岸での漁業と栽培・養殖業に重きを置く水産
業地になったと言える。
　魚種別に変化をみる（表２）と，スケトウダラ・ホッ
ケ・イカナゴ・ニシン・マダラ等の魚類の水揚げが激減
し，イカ類・エビ類の水産動物類とコンブ類の海藻類の
水揚げも減少した。最も水揚げが増えたホタテガイは数
量で全体の半分以上，金額で全体の３分の１〜４割以上
を占める。ホタテガイと同様に水揚げが激増したのはナ
マコ類で，サケ・マス類とミズダコを中心とするタコ類
の水揚量・金額も増加し，カニ類は水揚量が減ったが単
価が増加した。水産動物類の水揚げは，貝類水揚げと並
んで全体の３分の１以上を占める。魚種別にみても，稚
内市の水産業が沿岸中心になったことが分かる。
　上記の漁船水揚げの他，重要港湾の稚内港には水産物
の輸出入がある（表４）。2013 〜 2018 年の統計値を見
る限りでは，近年の稚内港における水産物輸出入は縮小
傾向にある。
　稚内港における水産物輸入金額はここ数年で５分の１
に縮小し，2017 年以外は水産物が稚内輸入貿易の９割

以上を占めていた。輸入水産物の魚種を見ると，活カニ
類が多かったのが減少し，全体の縮小の中でその他の魚
介類が上回るようになった。輸出水産物金額もここ数年
で 30 分の１に縮小した。水産物の輸出入先は，『稚内市
統計書』では不明だが，輸出入全体の傾向からほとんど
がロシアと考えられる。
　稚内市における直近の水産加工業統計は残念ながら全
数把握できず，稚内市調査対象事業所数で５割以上６割
以下の数値しか利用できない。その水産加工業統計（表
５）によるならば，直近の水産加工業従業者数はあまり
変わらず，製品区分によっては常勤ではない臨時従業者
への依存の高さも目立つが，統計値としては 2018 年の
みながら外国人研修生（すべて常勤）への依存度の高さ
も眼を引く。また，2018 年の総出荷額約 140.4 億円のう
ちほぼ７割の 97.5 億円をほっけ・すけとうだら・さけ・
ほたて玉冷などの冷凍水産物が占め，次いで，棒たら・
干（ほたて）貝柱・一夜干し魚・干しなまこなど乾製品
が 20.6 億円，たらこなど魚卵製品やでんぶなど調味加
工品が 8.1 億円，塩蔵なまこ・煮だこ・ボイルかになど
一般加工品が 7.9 億円生産された。2017 年値は調味加工
品と一般加工品がより多かったが，冷凍水産物の多さは
変わらない。全体量を安易には推測できないが，稚内市
水産加工業における冷凍水産物の重要性と近海魚類・貝
類・水産動物類が主要な原料になっている点は間違いな
いと言える。さらに，６割未満の補足率ながら，稚内市
における水産加工業出荷金額が市域全体の水産物水揚金
額より 20 〜 30 億円少ない程度であるのは，実際には現
在の稚内市では，水産加工業が漁業あるいは漁獲物水揚
げよりも金額的にも経済性の点でもより重要であること
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を示唆する。
　以上のような時代変化はあったが，稚内水産業の生産
基盤が稚内近海（沿岸と沖合）と市内の多様な水産加工
地域にあり続けていたことは不変である。

２．水産業を中心とする商品化空間
１）港湾と漁港
　稚内市における主要な水産関連施設・機関・団体（表
６）は各地に所在するが，稚内港とその周辺に特に集中
する。宗谷港と他の漁港も各地域の水産業の中核である。
稚内港は稚内湾の西岸，宗谷港は稚内湾の東すぐ外側，

宗谷岬の東隣に所在する。他の漁港はその名称集落の前
に所在する。
　港湾別あるいは漁港別の水揚高を明示した統計資料は
ないが，「平成 28 年稚内の水産」と『漁港港勢の概要平
成 27 年』を照合し，2015 年の港湾別漁港別水揚高を算
出すると，稚内市水揚高第１位は宗谷港の 17,255 トン・
4,092 百万円で，稚内港の 15,339 トン・3,491 百万円は
第２位であった。次いで水揚金額が多いのは，東浦漁港
の 8,712 トン・1,678 百円，声問漁港の 636 トン・610
百万円，富磯漁港の 1,405 トン・549 百万円，宗谷漁港
の 782 トン・535 百万円，恵山泊漁港の 281 トン・426

表６　稚内市における主要な水産関連施設・機関（豊富町沿岸含む；2018年）

番号 施設・機関名称 種類 所在地区
1 稚内港 重要港湾 開運・中央・港・新港町・末広・新末広町
2 稚内港北船溜 重要港湾 恵美須
3 宗谷港 地方港湾 宗谷岬（大岬）
4 東浦漁港 第４種漁港 東浦
5 宗谷漁港（珊内地区） 第１種漁港 珊内
6 宗谷漁港（清浜地区） 第１種漁港 清浜
7 宗谷漁港（宗谷地区） 第１種漁港 宗谷
8 富磯漁港 第２種漁港 富磯
9 声問漁港 第１種漁港 声問

10 恵山泊漁港 第２種漁港 ノシャップ
11 西稚内漁港 第１種漁港 西浜
12 抜海漁港 第４種漁港 抜海

]轄所協漁内稚；町富豊［内咲稚港漁種１第港漁内咲稚31
14 稚内市地方卸売市場 地方卸売市場 新港町
15 稚内漁業協同組合地方卸売市場 地方卸売市場 中央
16 稚内機船漁業協同組合 水産業協同組合 新港町
17 稚内漁業協同組合 水産業協同組合 中央
18 稚内漁業協同組合声問支所 水産業協同組合 声問
19 稚内漁業協同組合豊富支所 水産業協同組合 稚咲内（番号13と同じ）
20 宗谷漁業協同組合 水産業協同組合 宗谷
21 宗谷漁業協同組合宗谷岬支所 水産業協同組合 宗谷岬（大岬）
22 宗谷漁業協同組合東浦支所 水産業協同組合 東浦
23 稚内地区水産加工業協同組合 水産業協同組合 新港町（番号14と同じ）
24 稚内水産廃棄物処理協同組合 水産業協同組合 声問
25 稚内水産物残滓処理協同組合 水産業協同組合 サラキトマナイ
26 稚内市地方卸売市場買受人組合 水産関係団体 新港町（番号21内）
27 稚内機船漁業協同組合加工センター 水産関係団体 新港町
28 北海道漁業協同組合連合会稚内支店 水産関係団体 中央（水産ビル）
29 北海道信用漁業協同組合連合会稚内支店 水産関係団体 中央（水産ビル）
30 北海道漁業共済組合北海道事務所稚内支所 水産関係団体 中央（水産ビル）
31 日本漁船保険組合宗谷支所 水産関係団体 中央（水産ビル）
32 北海道水産物検査協会稚内検査事務所 水産関係団体 中央
33 日本水難救済会稚内救難所 水産関係団体 中央（番号15内）
34 日本水難救済会宗谷救難所 水産関係団体 宗谷（番号18内）
35 全日本海員組合道北支部 水産関係団体 中央
36 稚内海員会館 水産関係団体 大黒
37 稚内市役所（水産商工課） 水産関係公官庁 中央
38 稚内海上保安部 水産関係公官庁 開運（港湾合同庁舎）
39 稚内地方気象台 水産関係公官庁 開運（港湾合同庁舎）
40 北海道運輸局旭川運輸支局稚内庁舎 水産関係公官庁 開運（港湾合同庁舎）
41 札幌入国管理局稚内港出張所 水産関係公官庁 開運（港湾合同庁舎）
42 小樽検疫所稚内出張所 水産関係公官庁 開運（港湾合同庁舎）
43 稚内税関支署 水産関係公官庁 末広（稚内地方合同庁舎）
44 農林水産省稚内統計・情報センター 水産関係公官庁 末広（稚内地方合同庁舎）
45 稚内開発建設部 水産関係公官庁 末広（稚内地方合同庁舎）
46 稚内開発建設部稚内港湾事務所 水産関係公官庁 末広
47 宗谷総合振興局 水産関係公官庁 末広（宗谷合同庁舎）
48 宗谷地区水産技術普及指導所 水産関係公官庁 末広（宗谷合同庁舎）
49 宗谷海区漁業調整委員会 水産関係公官庁 末広（宗谷合同庁舎）
50 宗谷総合振興局稚内建設管理部 水産関係公官庁 末広（宗谷合同庁舎）
51 宗谷総合振興局稚内建設管理部事業課 水産関係公官庁 声問
52 稚内水産試験場 水産関係公官庁 末広

（「平成30年稚内の水産」と現地調査により作成）
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稚内市における水産業を中心とする空間商品化の地域性

百万円，抜海漁港の 295 トン・242 百万円，稚咲内漁港
の 296 トン・128 百万円，西稚内漁港の 140 トン・125
百万円の順であった。稚咲内漁港は豊富町沿岸に所在す
るが，稚内漁業協同組合豊富支所が置かれている。
２）港湾・漁港を中心とする空間商品化
　稚内港（重要港湾）とその周辺では，稚内市地方卸売
市場（稚内機船漁業協同組合が経営）のある北洋埠頭を
含む第一副港地区（写真１）に沖合底曳網漁船の漁獲物
が水揚げされ，稚内漁業協同組合地方卸売市場のある第
二副港地区（写真２）にイカ類のほか沿岸漁獲物が水揚
げされる。この地区は，漁業・水産加工業とその関連業
者の稚内市最大の集積地域である（表６）。この関連業
者には水産物流通・運送業者，外来者への水産物卸小売
業者，漁業者系統組織およびサービス組織も含まれる。
特に，第一副港地区には底曳網漁業最盛期を想起させる
「稚内副港市場」など水産関連商業・サービス業施設が
複数あり，多くの観光客を集める。稚内港の周辺にはト
イレを備えた緑地・公園も複数存在する。野寒布半島東
岸中部には稚内港北船溜（写真３）があり，その周辺に
は水産加工場とコンブ干し場が数多くみられる。また，

稚内港を見下ろす丘陵地上には「稚内公園」があり，景
観・歴史観光の中心となっている。直近ではすでに宗谷
港の水揚げが稚内港を上回るにもかかわらず，稚内港と
その周辺が稚内市水産空間商品化の中心であるのは，稚
内地区における漁業の歴史的経緯と人・物・情報を集め
やすい都市中心性の高さによる。
　稚内市でおそらく最も知名度の高い観光地は，宗谷岬
公園（写真４）である。その宗谷岬の南東隣に宗谷港（地
方港湾）（写真５・６）がある。宗谷港は宗谷漁業協同
組合宗谷岬支所の所在地であり，現在では稚内市最大の
水揚地である。宗谷港の主要水揚げ魚種はホタテガイ，
タコ類，サケ・マス類，ナマコ，カニ類等である。宗谷
港の東南に位置する第４種漁港の東浦漁港（写真７）は
宗谷港と稚内港に次ぐ水産物大量水揚地で，２港湾とと
もに現在の稚内市水産業を支える中核漁港である。宗谷
港にはトイレを備えた緑地公園（「てっぺん公園」）や防
波堤（「てっぺんドーム」）があって，そこを起点とする
フットパスが西隣の宗谷岬と宗谷丘陵に伸びており，宗
谷港とその周辺は水産・観光商品化空間と言い得る。対
して，東浦漁港はホタテガイとサケ・マス類が多く水揚
げ（2015 年には 8,009 トンと 541 トン）され，トイレを

（写真１）�稚内港第１副港における沖合底曳網漁船群
（2017年３月20日；著者撮影）

（写真３）�稚内港北船泊における停泊漁船群（2019 年
10月 24日；著者撮影）

（写真２）�稚内港第２副港におけるイカ釣り漁船群
（2019年10月22日；著者撮影）

（写真４）宗谷岬公園（2019年10月21日；著者撮影）
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備えた緑地（公園）があるが，周辺に注目される集客施
設・観光地はなく，純粋な水産商品化空間の中心である。
　宗谷漁港（写真８）および富磯漁港（写真９）とその
周辺地域は，コンブ干し場の目立つ水産商品化空間であ
る。宗谷漁港は珊内・清浜・宗谷の３か所に分かれ，清
浜にはトイレを備えた緑地広場もある。宗谷漁港全体の
2015 年魚種別水揚量はタコ類 355 トン，サケ・マス類
260 トン，コンブ 96 トン，ナマコ 41 トン，モズク 20

トンの順に多かった。富磯漁港の 2015 年魚種別水揚量
は，ホタテガイ 1,109 トン，コンブ 151 トン，タコ類 91
トン，ナマコ 45 トン，モズク５トンの順に多く，稚内
市ではホタテガイ栽培漁業の最西端主要水揚地である。
この地区は水産商品化空間の性格が強いが，珊内あるい
は宗谷の集落は宗谷地方あるいは稚内の発祥地である。
この意味でこの地区は歴史的商品化空間の性格も有す
る。宗谷岬から宗谷・富磯地区にかけて，その沿海部は
広い浅瀬が広がってその外海よりも波静かで，和船の時
代には集落形成しやすい地域であったとも推量される。
宗谷漁業協同組合本所と稚内市役所宗谷支所は宗谷集落
にある。
　声問漁港（写真 10）には稚内漁業協同組合声問支所（旧
声問漁業協同組合）があり，周辺にはコンブ干し場（写
真 11）が目立つ。声問漁港の 2015 年魚種別水揚量は，
コンブ 305 トン，サケ・マス類 139 トン，ナマコ 67 トン，
カニ類 40 トン，タコ類 27 トンの順に多い。この地区は
コンブ採取業とサケ定置網漁業と水産物採取業の漁業地
である。沿海部は東浦地区と同様，純粋の水産商品化空
間であるが，より内陸には稚内市でも有数の集客施設が
あり，運行頻度が１時間１本以上の市内バス路線網もこ

（写真５）�宗谷岬公園から東北東に宗谷港を望む（2019
年10月21日；著者撮影）

（写真７）東浦漁港（2018年８月31日；著者撮影）

（写真６）�宗谷港におけるホタテガイ水揚げ（2019年10
月21日；著者撮影）

（写真８）�宗谷漁港（宗谷地区）とその周辺（2019年10月
22日；著者撮影）

（写真９）富磯漁港（2018年８月31日；著者撮影）
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こまで伸びている。
　恵山泊漁港（写真 12）はノシャップ岬に所在し，周
辺にはコンブ干し場が目立つ。恵山泊漁港の 2015 年魚
種別水揚量は，カニ類 95 トン，コンブ 70 トン，ナマコ
32 トン，ヒラメ・カレイ類 31 トン，エイ類 25 トンの
順に多い。いわゆる観光地「ノシャップ岬」は恵山岬漁
港公園（写真 13）であり，この周辺地域は水産商品化
空間であると同時に，外来者観光を許容する空間となっ

ている。
　恵山泊漁港より南の半島西岸には，道路沿いにタラ干
し場（写真 14）もみられ，強風の頻繁な地域である。
どの漁港もサケ・マス類の水揚げが最も多い。西稚内漁
港（写真 15）の 2015 年魚種別水揚量は，サケ・マス類
70 トン，コンブ 44 トン，ナマコ 17 トン，タコ類４トン，
ブリ４トンの順に多いが，周辺は純粋な水産商品化空間
である。抜海漁港の 2015 年魚種別水揚量は，サケ・マ
ス類 168 トン，コンブ 31 トン，ウバガイ（ホッキ貝）
30 トン，ナマコ 29 トン，タコ類 28 トンの順に多い。
抜海漁港（写真 16）にはかつてゴマフアザラシが集まっ
たことがあるが，現在，漁港内の観察所は休止中である。
漁港近くに貴重なオホーツク文化遺跡「抜海岩陰遺跡」
（写真 17）があり，周辺は利尻サロベツ国立公園である
が，稚内市路線バスが運行しない地域であり，この地区
に観光客が訪れることは少なく，抜海漁港を中心に水産
商品化空間が形成されている。豊富町沿海にある稚咲内
漁港（写真 18）は，近隣の観光案内・休憩所が休止中
であり，ほぼ純粋な水産商品化空間の中心である。稚咲
内漁港の 2015 年魚種別水揚量は，サケ・マス類 220 トン，

（写真10）声問漁港（2019年８月27日；著者撮影）

（写真11）�声問集落におけるコンブ干し場事例（2018年
８月27日；著者撮影）

（写真13）�ノシャップ岬（恵山泊漁港公園）（2019年10
月24日；著者撮影）

（写真14）�稚内市西海岸のタラ干し場（2018年３月８日；
著者撮影）

（写真12）恵山泊漁港（2019年10月23日；著者撮影）
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ウバガイ 33 トン，タコ類 29 トン，エイ 13 トンの順に
多い。

Ⅲ．「稚内」空間商品化の地域性と未来性

１．外来者に向けての空間商品化
　稚内市民による外来者に向けての空間商品化で最も包
括的なものは「稚内ブランド」（表７）である。これは
稚内市において特徴ある商品・遺産・文化を外来者も意
識して作り上げた地域包括ブランドである。外来者に向
けてのみならず，旧来の商品移出に関わる空間商品化で
もあり，農牧業・商工業による空間商品化であり，地域
イメージをも通じて，「稚内」生活への地元住民による
再確認の意味も持つ。「稚内ブランド」の一覧を一見す
ればすぐに分かるように，さまざまな要素が盛り込まれ
ていると同時に，水産加工品の比重の高さ，重要性は明
らかである。また，「稚内ブランド」の生産地が稚内市
街地ばかりではなく，稚内市全域にわたっていることも
注目される。稚内市の各種製造業者，生活者全般が「稚
内ブランド」の担い手になっている。
　外来者の直接体験に関わる空間商品化は，市内の主要

な集客施設・園地（表８）を通じて実現される。これは
観光業などが関わる部分である。稚内市の主要な集客施
設・園地は各地に所在するが，内陸にも多い自然観光地
を除けば，水産関連地域にその多くがみられる。また，
多くの宿泊施設は稚内港に近接する稚内駅あるいは南稚
内駅の周辺か，宗谷岬周辺かノシャップ岬周辺か稚内温
泉付近に所在する。すなわち，水産景観は外来者のすぐ
近くにあることが多い。
　稚内市の主な公園・記念碑は，開拓初期（特に宗谷地
区）あるいは樺太およびロシア関連（特に稚内地区）の
ものが多く，1945 年以前と現在の稚内の街の歴史を反
映している。自然観光地は内陸を中心に水産業や酪農業
で利用していない地域に展開していることが多く，寒冷
地ゆえの特徴的な周氷河地形などを見学できる。

２．外来者・外在者による空間商品化
　稚内現地における外来者への空間商品化は，地場の水
産業や酪農業，開拓初期や 1945 年以前の歴史，ロシア
や樺太が関連することが多かったが，外来者・外在者に
よって空間商品化された「稚内」は，現実のごく一部の
みを抽象化して取り上げていることが多い。

（写真15）西稚内漁港（2018年８月29日；著者撮影） （写真17）抜海岩陰遺跡（2018年８月29日；著者撮影）

（写真16）抜海漁港（2018年８月29日；著者撮影） （写真18）稚咲内漁港（2018年９月24日；著者撮影）
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表７　「稚内ブランド」認定事物一覧　（2018年）

番号 事物名称 事物種類 関係団体・地域 季節性と原料等
1 宗谷のたこ 水産物 宗谷漁業協同組合 周年（流氷季除く）
2 宗谷のほたて貝 水産物 宗谷漁業協同組合 春夏秋季
3 宗谷のもずく 水産物 宗谷漁業協同組合 ９月
4 稚内のほっけ 水産物 稚内機船漁業協同組合 周年（特に夏秋季）
5 稚内銀杏草 水産物 稚内漁業協同組合 １〜３月
6 宗谷黒牛 畜産物 株式会社宗谷岬牧場 周年
7 稚内牛乳 酪製品 稚内農業協同組合 周年
8 勇知いも 農産物 わっかない勇知いも研究会 周年（特に春季）
9 鮭とば 水産加工品 株式会社うろこ市 周年；海獲れのオス秋鮭使用

10 ほたて丸 水産加工品 株式会社そうべい 周年；宗谷産天然ほたてヒモ使用

11 ほたてみみ 水産加工品 大東食品株式会社
周年；独自手法でほたてのひもを
伸ばして乾燥

12 ほっけくんせいスティック 水産加工品 大東食品株式会社 周年；稚内産ほっけ使用
13 ポンたら 水産加工品 大東食品株式会社 周年；すけとうだら使用
14 一夜干姫ほっけ 水産加工品 中央水産株式会社 周年；稚内近海ほっけ使用

15
まるごと食べられる
真ほっけ甘みそ漬け

水産加工品 中央水産株式会社
周年；脂乗りよい時期の真ほっけ、
北海道産味噌を使用

16 棒たら 水産加工品 株式会社丸北北海組 周年；北海道近海の真だらを使用
17 宗谷の塩 水産加工品 田上食品工業株式会社 周年；地元海洋水使用

18 特製三色飯寿し 水産系加工食品 有限会社本間水産
年末年始；稚内産鮭・たこ・宗八が
れいを使用、40日間熟成

19 稚内ほたてシューマイ 水産系加工食品 有限会社ホクメンフーズ
周年；宗谷産ほたてと北海道産小
麦・すり身・牛乳・玉葱を使用

20
さっちゃんの手造り
グラタン（ほたて・かに）

水産系加工食品 有限会社ホクメンフーズ 周年；豊富牛乳使用

21 ほたて混ぜこみご飯の素 水産系加工食品 中央水産株式会社
周年；宗谷のほたて貝、利尻昆
布、鰹節（稚内市の友好都市枕崎
産）を使用

22 宗谷岬牧場のハンバーグ 畜産加工品 株式会社そうべい 周年；宗谷岬牧場の牛使用
23 鹿肉ジンギスカン 畜産加工品 株式会社North innovation 周年；稚内産鹿肉使用
24 わっかない黒牛シチュー 畜産系加工食品 株式会社そうべい 周年；「宗谷黒牛」使用
25 ボテラーナワッカナイ 農産系加工食品 株式会社てっぺん 周年；「勇知いも」使用
26 ワッカナイポテマルコ 農産系加工食品 株式会社てっぺん 周年；「勇知いも」使用

27 白いカレーラーメン 農産系加工食品 有限会社ホクメンフーズ
周年；北海道産小麦使用、白い
スープは北の雪国稚内をイメージ

28 稚内牛乳アイスクリーム 酪農加工品 稚内農業協同組合
周年；稚内産牛乳と道内産原料を
できるだけ使用

29 稚内港北防波堤ドーム 地域資源 稚内港
「北海道遺産」指定の建築遺産、
1936年完成

30 宗谷岬・宗谷丘陵 地域資源 宗谷岬地区
宗谷岬は日本最北端でサハリン
（樺太）まで43km、宗谷丘陵は貴
重な周氷河地形

31 南中ソーラン 地域資源 稚内市立南中学校

1986年考案、1992年完成の舞踊
で、ニシン漁の沖揚げ動作を取り
入れた振り付けが特徴の正調ソー
ランをロック調にアレンジ

32
稚内層珪質頁岩（いわゆ
る稚内珪藻土）

地域資源 稚内市内
調湿機能を持つ自然素材で、コー
スターに加工されたり、図書館や
高齢者住宅に使用されている

（稚内ブランド推進協議会「稚内ブランド2018」より作成）

　外来者の間接体験に関わる空間商品化，あるいは外来
者・外在者による空間商品化は，「物語」による仮想空
間的な空間商品化である。具体的には映像・仮想・非日
常空間の背景・舞台として，稚内がどう描かれているか
をみれば良い。
　稚内市は明治時代以降，数多くの文学作品，映像作品
に描かれた地域であり，他地の代わりに「ロケ」された
地域である。ごく簡単にその傾向を言うならば，特にフィ
クションに登場する「稚内」は，日本「最北」の地であ
り，近年の映画作品『冬の桜守』『北のカナリアたち』
やかつてのテレビドラマ『少女に何が起こったか』（第
１話）でも繰り返されたように，「寒さ」「寂しさ」「厳
しさ」のイメージが基本的である。現在の現実の稚内市

観光客数は冬季よりも夏季が多く，道内からよりも道外
からの観光客の方が多いにもかかわらず，外来者による
空間商品化では夏季よりも冬季のイメージが強い。ただ
し，一部の漫画・劇画，たとえば『ハチミツとクローバー』
第７巻や『サイクル野郎』第 10 巻では，「日本最北端」
としての扱いながらおそらく夏季の稚内が登場し，爽や
かな日差しや風が描かれ，「ドン詰まり」というより「突
き抜けた」爽やかなイメージで「稚内」が提示されてい
た。あえて言うならば，いずれにしても，多様な四季折々
の「稚内」が外来者・外在者による空間商品化に反映し
ているとは言いがたい。「現実は厳しい」のだろうが，
地元の水産業や酪農業が爽やかなイメージでよく語られ
てもいない。すなわち，現実の「稚内」の地域的魅力が

稚内市における水産業を中心とする空間商品化の地域性
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表８　稚内市における主要な集客施設・園地 （2018年）

番号 施設・園地名称 種類 所在地区 概　　要

1 稚内港
交通・物流施設（重要
港湾）

開運・中央・港・新港
町・末広・新末広町

離島航路・サハリン航路あり

2 稚内駅 交通施設 中央 JR宗谷本線終点駅、日本最北端の駅

3
道の駅わっかない
「キタカラ」

地域交流・商業施設 中央
稚内駅と一体化、観光案内所・食堂・土産物店・バスセンター・コン
ビニ・映画館・休憩スペース・コインロッカーなどあり

4 稚内空港 交通施設（空港） 声問 東京便・札幌便あり

5
宗谷岬公園
（宗谷岬平和公園）

自然景観観光地 宗谷岬

日本最北端地の碑・間宮林蔵立像・宗谷岬音楽碑・公衆トイレ・駐
車場・展望台休憩所・宗谷岬神社が岬低地にあり、台地上に宗谷
岬灯台・旧海軍望楼・あけぼの像・食堂（季節営業；ほたてラーメン
等）・宮沢賢治文学碑・ラ・ペルーズの碑・戦没者慰霊碑・平和の
碑・祈りの塔・世界平和の鐘・子育て平和の鐘・宗谷丘陵展望休憩
施設（ゲストハウスアルメリア）などあり

6 宗谷丘陵 自然景観観光地 宗谷村 周氷河地形（北海道遺産）

7 宗谷丘陵フットパス 散策体験歩行路 宗谷岬・宗谷
ロングコース約11km（宗谷岬から宗谷集落）、ショートコース約５km
（宗谷岬ウィンドファームから宗谷集落）設定の散策路、冬季通行
止め

8
宗谷てっぺんフット
パス

散策体験歩行路 宗谷岬 宗谷岬から宗谷港てっぺん公園・てっぺんドームまでの散策路

9
間宮林蔵渡樺出港
の地記念碑

歴史観光地 清浜 記念碑の横に駐車スペース、横に念法真教記念碑あり

10
宗谷公園
（宗谷歴史公園）

歴史観光地 宗谷

宗谷厳島神社・児童用遊具・津軽藩兵詰合記念碑・旧藩士墓地・宗
谷護国寺跡（北海道指定遺跡）などあり、隣接して現在の宗谷護国
寺、近くに間宮林蔵顕彰碑、少し離れて津軽・会津・秋田藩陣屋地
跡あり

11 稚内市発祥地石碑 歴史観光地 宗谷 宗谷会館（地区公民館）前にあり
12 宗谷三百年記念碑 歴史観光地 宗谷 宗谷漁業協同組合と稚内市役所宗谷支所の前にあり

13
ノースバレーカント
リークラブ

体育施設（ゴルフ場） 増幌 稚内空港からは車で10分以内の立地、４〜11月営業

14 メグマ沼自然公園 自然観光地 増幌・恵北・メクマ 沼・湿原・原生花園あり、近くに稚内CC（ゴルフ場）あり
15 稚内カントリークラブ 体育施設（ゴルフ場） 恵北 稚内空港に近接立地、４〜11月営業

16
空港公園メグマ沼
フットパス

散策体験歩行路 恵北・メクマ
稚内空港公園とメグマ沼湿原（木道）を往復する散策路、冬季通行
止め

17
稚内市動物ふれあ
いランド

動物園 恵北 稚内空港公園に隣接、近くに「北の桜守パーク」

18 北の桜守パーク 文化施設（記念館） 恵北 映画「北の桜守」ロケ地記念館、冬期休業

19 大沼 自然観光地
声問・恵北・更喜苫
内

春と秋に野鳥が数多く集まる、北の湖畔に観察施設「大沼バードハ
ウス」あり

20 稚内市大沼球場 体育施設（野球場） 声問 冬季休業

21
道立宗谷ふれあい
公園

研修・体験施設、複合
レジャー公園

声問
オートキャンプ場・多目的広場・パークゴルフ場・野外児童遊具場・
屋内遊技場・宿泊室・展望台・サハリン友好の森などあり、近くに稚
内メガソーラー発電所・稚内大沼球場あり

22 声問公園 地区公園 声問
北麓の声問神社からの山道で上がって来れる、トイレ・展望台があ
り、東への道路は草荒地不通、車道は南麓から

23
松浦武四郎宿営地
案内板

歴史観光地 声問 北海道名付け親とされる松浦武四郎宿営地の歴史案内板

24 稚内市若葉球技場
体育施設（野球場・球
技場）

若葉台 市街地に近接、冬季休業

25 コルサコフ広場 記念公園 末広
記念碑とトイレ・花壇・国際時計・休憩スペースのある日露友好記
念公園

26 天北緑地 地区公園 末広 運動・休憩スペースとトイレあり、近くに日露友好会館あり

27 末広緑地公園 地区公園 末広
運動・休憩スペースとトイレあり、隣接してプレジャーボート置き場あ
り

28
稚内市こまどりス
キー場

体育施設（スキー場） こまどり 市街地に近接、冬季営業

29
稚内市こまどりパー
クゴルフ場

体育施設（パークゴル
フ場）

こまどり 市街地に近接、冬期休業

30
稚内副港市場
（「わっかない海の
駅」）

観光複合施設 港

立地場所はかつての底曳網漁船水揚げ中心地で、「わっかない海
の駅」指定、時にイベント開催もあり、「稚内天然温泉港のゆ」・港
ギャラリー・副港市場（土産物品店も）・波止場横町（屋台村）・稚内
市樺太記念館・各種飲食店・FMわっかないあり、冬季に臨時のサ
ハリン館開設、波止場横町にはロシア料理店も

31
稚内地名発祥の地
看板ヤムワッカナイ

歴史観光地 中央 真言寺境内の端、道路に面して所在

32
旧瀬戸邸 歴史観光地 中央

稚内の漁業の歴史を伝える登録有形文化財、大相撲横綱大鵬ゆ
かりの部屋・展示もある

33
稚内市総合文化セ
ンター

文化施設 中央 稚内市役所に隣接、稚内市立病院に近接、各種イベント随時開催

34
稚内市ポートサービ
スセンター（「わっか
ない海の駅」）

観光客・漁業者休憩
施設

開運
休憩室・コインランドリー・シャワー室・多目的ホール・室内緑地（ア
トリウム）あり

35
稚内フェリーターミ
ナル

交通施設 開運
離島（利尻島・礼文島）航路（国内旅客ターミナル）とサハリン航路
（国際旅客ターミナル）あり、稚内空港との間をリムジンバスが運行

36 波止場プロムナード 散策路 開運 稚内駅から北防波堤ドームにかけての散策路

37
稚内市温水プール
水夢館

体育施設 開運 市営温水プール

38 稚内中央公園 地区公園 中央
運動・休憩スペースや彫像・児童用遊具・トイレ・彫壁・野外ステー
ジあり、東に隣接して北臨港北駐車場あり

39
稚内港北防波堤
ドーム

歴史観光地 開運
稚泊航路記念碑も所在し、土木学会選奨土木遺産・北海道遺産に
も指定され、目前には野外ステージ・イベント広場のあるドーム公園
や交流広場（トイレあり）がある

40
しおさいプロムナー
ド

散策路 開運 稚内港北防波堤ドームを含む北防波堤沿いの散策路

41 稚内公園フットパス 散策体験歩行路
中央・宝来・ヤムワッ
カナイ

JR稚内駅と稚内公園周辺をめぐる散策路、ショート・ミドル・ロング
のコース設定、北門神社横から入る山間散策路は「氷雪の門」まで
は「短歌の道」（稚内公園散策路、各所にゆかりの短歌が刻まれた
標柱あり）、冬季通行止め

42 稚内公園 複合観光公園 ヤムワッカナイ

「短歌の道」を上がりきった広場に「氷雪の門」「行幸啓記念碑」「九
人の乙女の碑」「教学之碑（樺太師範学校同窓会）」「樺太犬供養
塔」「南極観測樺太犬訓練記念碑」と芝庭園および稚内市休憩展望
施設・観光物産展示即売案内所・トイレ・駐車場があり、稚内中心
市街地を一望可能、少し離れて「遭難碑」（稚内旧制中学校）や足
湯を楽しめる「ゲストハウス氷雪・新エネルギーサテライト」と稚内公
園風力発電所があり、さらに坂道を上れば「稚内市開基百年記念
塔・北方記念館」あるいは「稚内霊園墓地」「森林公園（キャンプ
場）」にたどり着く。冬季来訪は困難。

43
稚内市開基百年記
念塔・北方記念館

文化施設 ヤムワッカナイ

稚内の歴史・間宮林蔵・樺太関連の資料展示と展望塔からの稚内
市街地・利尻島・礼文島・宗谷海峡・樺太が望める郷土博物館、冬
季休業、植物園や展望公園もあり、記念館・記念塔直前の遊歩道
は稚内に関わる俳句が書かれた標柱が点在する「文芸の小径」と
なっている

44
ノシャップ岬フットパ
ス

散策体験歩行路
中央・宝来・恵美須・
ノシャップ

稚内駅および稚内港北防波堤からノシャップ岬までの散策路で、昆
布干場・漁船・船溜まり（稚内港北船溜）や水産加工場の所在する
約５kmの沿海岸散策路で、宗谷湾・宗谷岬方面も遠望でき、冬季も
歩行可能

45 ノシャップ公園
地区公園・複合レ
ジャー公園

ノシャップ
パークゴルフ場・ソフトボール球場・庭園・児童遊具場・トイレのある
公園で、敷地内に稚内市スポーツセンターあり、直近ではエゾシカ
出没地として有名

46
稚内市スポーツセン
ター

体育施設（総合） ノシャップ カーリング場あり（アーチェリー場・弓道場も）

47
ノシャップ岬（恵山泊
漁港公園）

自然・文化観光地 ノシャップ
稚内市北西端の岬で、稚内灯台あり、利尻富士を望め、一帯は漁
港公園、夕焼けが綺麗、近隣に食堂・土産物店もあり

48
ノシャップ寒流水族
館・稚内市青少年科
学館

文化施設 ノシャップ
小規模ながら寒流系魚種を中心とする水族館とエネルギー・環境・
南極に関わる展示とプラネタリウムを備えた学習・研修施設で、同
敷地内に所在、４月末から11月および２・３月に営業

49
稚内市富士見総合
運動公園

体育施設・運動公園 富士見 球技場・テニスコートに加え、稚内市総合体育館あり

50 稚内温泉童夢 温泉施設 富士見 日本最北の日帰り温泉施設、食堂・休憩所あり

51
夕日が丘パーキン
グ

駐車場 ヤムワッカナイ トイレ・芝庭園・展望公園あり

52
利尻礼文サロベツ
国立公園

自然観光地 バッカイ以南西海岸 海岸沿いに砂丘列と湿地帯、利尻富士を遠望できる

53 抜海岩陰遺跡 歴史観光地 バッカイ オホーツク文化人の遺跡で近隣に抜海神社、稚内市指定史跡

54
浜勇知展望休憩施
設（こうほねの家）

自然観光地 ユーチ
稚内市西海岸の道道106沿線休憩施設、浜勇知園地散策木道入
口に森繁久彌氏の歌碑あり

基本的に地域住民以外の外来者が訪問・利用可能な施設・園地を列挙した。宿泊施設と単独の商店・飲食店をのぞく。
（稚内市役所・稚内観光協会「公式ガイドブック稚内」（平成29年４月）と稚内商工会議所「稚内フットパス」（平成30年）と

稚内市教育委員会「稚内市遺跡マップ」および現地調査により作成）

Akita University
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仮想「稚内」のイメージに未だに十分に浸透してはいな
い。

３．稚内市における空間商品化の未来性
　稚内市の地域個性が冬季に最も発揮されると思われる
のにもかかわらず，その冬季の外来者は夏季よりも少な
い。反面，仮想空間上では，「稚内」は冬季の日本最北端，
「極北」のイメージが強い。つまり，「稚内」はそれより
も南の地域，あるいは繁華な都会からの視線に縛られて
基本的にはイメージ形成されている。稚内市役所の観光
ポスターも，「日本のてっぺん」を自称する。「稚内ブラ
ンド」は，それに対して，独自の生活評価基準を稚内内
部に置く試みであり，外来者を仲間に誘う試みともみえ
る。とすれば，あと足りないのは何か？それは，「稚内」

における冬の生活の楽しさのアピールであり，秋・春の
生活の充実度の適度な広告ではないか。すでに稚内市役
所や市民の努力は十分になされているかも知れないが，
それで振り向かない人たちを無理に誘う必要もないだろ
う。夏季については，すでに実体験の観光客も数多く，
仮想空間上もすでに「突き抜けた爽やかさ」のイメージ
を保有できる可能性が示されている。稚内出身の３人組
ロックバンド GALILEO GALILEIのベストアルバム『車
輪の軸』（2016 年）の各楽曲にも「突き抜けようとする
若い爽やかさ」「爽やかな日差しと風」が感じられる。
さらには，稚内に住みながら，「ドンつまり」とはほど
遠い生活を楽しんでいる人びとは少なくないであろう。
実際，国境を意識しなければ，稚内の北にも同じように
地球の海陸は続いている。「稚内十景」や「稚内十二景」

表８　稚内市における主要な集客施設・園地 （2018年）

番号 施設・園地名称 種類 所在地区 概　　要

1 稚内港
交通・物流施設（重要
港湾）

開運・中央・港・新港
町・末広・新末広町

離島航路・サハリン航路あり

2 稚内駅 交通施設 中央 JR宗谷本線終点駅、日本最北端の駅

3
道の駅わっかない
「キタカラ」

地域交流・商業施設 中央
稚内駅と一体化、観光案内所・食堂・土産物店・バスセンター・コン
ビニ・映画館・休憩スペース・コインロッカーなどあり

4 稚内空港 交通施設（空港） 声問 東京便・札幌便あり

5
宗谷岬公園
（宗谷岬平和公園）

自然景観観光地 宗谷岬

日本最北端地の碑・間宮林蔵立像・宗谷岬音楽碑・公衆トイレ・駐
車場・展望台休憩所・宗谷岬神社が岬低地にあり、台地上に宗谷
岬灯台・旧海軍望楼・あけぼの像・食堂（季節営業；ほたてラーメン
等）・宮沢賢治文学碑・ラ・ペルーズの碑・戦没者慰霊碑・平和の
碑・祈りの塔・世界平和の鐘・子育て平和の鐘・宗谷丘陵展望休憩
施設（ゲストハウスアルメリア）などあり

6 宗谷丘陵 自然景観観光地 宗谷村 周氷河地形（北海道遺産）

7 宗谷丘陵フットパス 散策体験歩行路 宗谷岬・宗谷
ロングコース約11km（宗谷岬から宗谷集落）、ショートコース約５km
（宗谷岬ウィンドファームから宗谷集落）設定の散策路、冬季通行
止め

8
宗谷てっぺんフット
パス

散策体験歩行路 宗谷岬 宗谷岬から宗谷港てっぺん公園・てっぺんドームまでの散策路

9
間宮林蔵渡樺出港
の地記念碑

歴史観光地 清浜 記念碑の横に駐車スペース、横に念法真教記念碑あり

10
宗谷公園
（宗谷歴史公園）

歴史観光地 宗谷

宗谷厳島神社・児童用遊具・津軽藩兵詰合記念碑・旧藩士墓地・宗
谷護国寺跡（北海道指定遺跡）などあり、隣接して現在の宗谷護国
寺、近くに間宮林蔵顕彰碑、少し離れて津軽・会津・秋田藩陣屋地
跡あり

11 稚内市発祥地石碑 歴史観光地 宗谷 宗谷会館（地区公民館）前にあり
12 宗谷三百年記念碑 歴史観光地 宗谷 宗谷漁業協同組合と稚内市役所宗谷支所の前にあり

13
ノースバレーカント
リークラブ

体育施設（ゴルフ場） 増幌 稚内空港からは車で10分以内の立地、４〜11月営業

14 メグマ沼自然公園 自然観光地 増幌・恵北・メクマ 沼・湿原・原生花園あり、近くに稚内CC（ゴルフ場）あり
15 稚内カントリークラブ 体育施設（ゴルフ場） 恵北 稚内空港に近接立地、４〜11月営業

16
空港公園メグマ沼
フットパス

散策体験歩行路 恵北・メクマ
稚内空港公園とメグマ沼湿原（木道）を往復する散策路、冬季通行
止め

17
稚内市動物ふれあ
いランド

動物園 恵北 稚内空港公園に隣接、近くに「北の桜守パーク」

18 北の桜守パーク 文化施設（記念館） 恵北 映画「北の桜守」ロケ地記念館、冬期休業

19 大沼 自然観光地
声問・恵北・更喜苫
内

春と秋に野鳥が数多く集まる、北の湖畔に観察施設「大沼バードハ
ウス」あり

20 稚内市大沼球場 体育施設（野球場） 声問 冬季休業

21
道立宗谷ふれあい
公園

研修・体験施設、複合
レジャー公園

声問
オートキャンプ場・多目的広場・パークゴルフ場・野外児童遊具場・
屋内遊技場・宿泊室・展望台・サハリン友好の森などあり、近くに稚
内メガソーラー発電所・稚内大沼球場あり

22 声問公園 地区公園 声問
北麓の声問神社からの山道で上がって来れる、トイレ・展望台があ
り、東への道路は草荒地不通、車道は南麓から

23
松浦武四郎宿営地
案内板

歴史観光地 声問 北海道名付け親とされる松浦武四郎宿営地の歴史案内板

24 稚内市若葉球技場
体育施設（野球場・球
技場）

若葉台 市街地に近接、冬季休業

25 コルサコフ広場 記念公園 末広
記念碑とトイレ・花壇・国際時計・休憩スペースのある日露友好記
念公園

26 天北緑地 地区公園 末広 運動・休憩スペースとトイレあり、近くに日露友好会館あり

27 末広緑地公園 地区公園 末広
運動・休憩スペースとトイレあり、隣接してプレジャーボート置き場あ
り

28
稚内市こまどりス
キー場

体育施設（スキー場） こまどり 市街地に近接、冬季営業

29
稚内市こまどりパー
クゴルフ場

体育施設（パークゴル
フ場）

こまどり 市街地に近接、冬期休業

30
稚内副港市場
（「わっかない海の
駅」）

観光複合施設 港

立地場所はかつての底曳網漁船水揚げ中心地で、「わっかない海
の駅」指定、時にイベント開催もあり、「稚内天然温泉港のゆ」・港
ギャラリー・副港市場（土産物品店も）・波止場横町（屋台村）・稚内
市樺太記念館・各種飲食店・FMわっかないあり、冬季に臨時のサ
ハリン館開設、波止場横町にはロシア料理店も

31
稚内地名発祥の地
看板ヤムワッカナイ

歴史観光地 中央 真言寺境内の端、道路に面して所在

32
旧瀬戸邸 歴史観光地 中央

稚内の漁業の歴史を伝える登録有形文化財、大相撲横綱大鵬ゆ
かりの部屋・展示もある

33
稚内市総合文化セ
ンター

文化施設 中央 稚内市役所に隣接、稚内市立病院に近接、各種イベント随時開催

34
稚内市ポートサービ
スセンター（「わっか
ない海の駅」）

観光客・漁業者休憩
施設

開運
休憩室・コインランドリー・シャワー室・多目的ホール・室内緑地（ア
トリウム）あり

35
稚内フェリーターミ
ナル

交通施設 開運
離島（利尻島・礼文島）航路（国内旅客ターミナル）とサハリン航路
（国際旅客ターミナル）あり、稚内空港との間をリムジンバスが運行

36 波止場プロムナード 散策路 開運 稚内駅から北防波堤ドームにかけての散策路

37
稚内市温水プール
水夢館

体育施設 開運 市営温水プール

38 稚内中央公園 地区公園 中央
運動・休憩スペースや彫像・児童用遊具・トイレ・彫壁・野外ステー
ジあり、東に隣接して北臨港北駐車場あり

39
稚内港北防波堤
ドーム

歴史観光地 開運
稚泊航路記念碑も所在し、土木学会選奨土木遺産・北海道遺産に
も指定され、目前には野外ステージ・イベント広場のあるドーム公園
や交流広場（トイレあり）がある

40
しおさいプロムナー
ド

散策路 開運 稚内港北防波堤ドームを含む北防波堤沿いの散策路

41 稚内公園フットパス 散策体験歩行路
中央・宝来・ヤムワッ
カナイ

JR稚内駅と稚内公園周辺をめぐる散策路、ショート・ミドル・ロング
のコース設定、北門神社横から入る山間散策路は「氷雪の門」まで
は「短歌の道」（稚内公園散策路、各所にゆかりの短歌が刻まれた
標柱あり）、冬季通行止め

42 稚内公園 複合観光公園 ヤムワッカナイ

「短歌の道」を上がりきった広場に「氷雪の門」「行幸啓記念碑」「九
人の乙女の碑」「教学之碑（樺太師範学校同窓会）」「樺太犬供養
塔」「南極観測樺太犬訓練記念碑」と芝庭園および稚内市休憩展望
施設・観光物産展示即売案内所・トイレ・駐車場があり、稚内中心
市街地を一望可能、少し離れて「遭難碑」（稚内旧制中学校）や足
湯を楽しめる「ゲストハウス氷雪・新エネルギーサテライト」と稚内公
園風力発電所があり、さらに坂道を上れば「稚内市開基百年記念
塔・北方記念館」あるいは「稚内霊園墓地」「森林公園（キャンプ
場）」にたどり着く。冬季来訪は困難。

43
稚内市開基百年記
念塔・北方記念館

文化施設 ヤムワッカナイ

稚内の歴史・間宮林蔵・樺太関連の資料展示と展望塔からの稚内
市街地・利尻島・礼文島・宗谷海峡・樺太が望める郷土博物館、冬
季休業、植物園や展望公園もあり、記念館・記念塔直前の遊歩道
は稚内に関わる俳句が書かれた標柱が点在する「文芸の小径」と
なっている

44
ノシャップ岬フットパ
ス

散策体験歩行路
中央・宝来・恵美須・
ノシャップ

稚内駅および稚内港北防波堤からノシャップ岬までの散策路で、昆
布干場・漁船・船溜まり（稚内港北船溜）や水産加工場の所在する
約５kmの沿海岸散策路で、宗谷湾・宗谷岬方面も遠望でき、冬季も
歩行可能

45 ノシャップ公園
地区公園・複合レ
ジャー公園

ノシャップ
パークゴルフ場・ソフトボール球場・庭園・児童遊具場・トイレのある
公園で、敷地内に稚内市スポーツセンターあり、直近ではエゾシカ
出没地として有名

46
稚内市スポーツセン
ター

体育施設（総合） ノシャップ カーリング場あり（アーチェリー場・弓道場も）

47
ノシャップ岬（恵山泊
漁港公園）

自然・文化観光地 ノシャップ
稚内市北西端の岬で、稚内灯台あり、利尻富士を望め、一帯は漁
港公園、夕焼けが綺麗、近隣に食堂・土産物店もあり

48
ノシャップ寒流水族
館・稚内市青少年科
学館

文化施設 ノシャップ
小規模ながら寒流系魚種を中心とする水族館とエネルギー・環境・
南極に関わる展示とプラネタリウムを備えた学習・研修施設で、同
敷地内に所在、４月末から11月および２・３月に営業

49
稚内市富士見総合
運動公園

体育施設・運動公園 富士見 球技場・テニスコートに加え、稚内市総合体育館あり

50 稚内温泉童夢 温泉施設 富士見 日本最北の日帰り温泉施設、食堂・休憩所あり

51
夕日が丘パーキン
グ

駐車場 ヤムワッカナイ トイレ・芝庭園・展望公園あり

52
利尻礼文サロベツ
国立公園

自然観光地 バッカイ以南西海岸 海岸沿いに砂丘列と湿地帯、利尻富士を遠望できる

53 抜海岩陰遺跡 歴史観光地 バッカイ オホーツク文化人の遺跡で近隣に抜海神社、稚内市指定史跡

54
浜勇知展望休憩施
設（こうほねの家）

自然観光地 ユーチ
稚内市西海岸の道道106沿線休憩施設、浜勇知園地散策木道入
口に森繁久彌氏の歌碑あり

基本的に地域住民以外の外来者が訪問・利用可能な施設・園地を列挙した。宿泊施設と単独の商店・飲食店をのぞく。
（稚内市役所・稚内観光協会「公式ガイドブック稚内」（平成29年４月）と稚内商工会議所「稚内フットパス」（平成30年）と

稚内市教育委員会「稚内市遺跡マップ」および現地調査により作成）

稚内市における水産業を中心とする空間商品化の地域性
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を選ぶのなら，市街地も郊外も含めた四季の稚内生活風
景が選ばれて然るべきである。
　稚内における空間商品化を他地と比較対照すると，羅
臼・標津（篠原，2013）と同様に「局地的」である稚内
も，地域を支えようとする住民努力（市役所も含む）の
大きさが目立つ。北茨城（市川・橋本・横山，2015）の
空間商品化と比較すると，稚内は地元漁業・漁港利用の
点で共通するが，「首都圏への近接性」を活かした観光
を目指すわけではない点で異なる。黒部（横山，2015）
の空間商品化と比較すると，漁村らしさを活かした観光
を考えている点が，稚内にはまだあまりない点で，十分
に参考にできる。「稚内」は漁村も水産都市も酪農地域
も自然・歴史観光地も含み，何よりも「局地」性を有す
る日常生活が展開する大都市僻遠臨海地域である。
　稚内市に住んできた人びとのなかには，稚内を必ずし
も永住の地とは考えず，働き終えて故郷に帰る人びとも
かなりいたようである。それが悪いのではないが，結局
は稚内の自然と人びとに惚れて，四季と生活の楽しさに
惹き付けられて住み続ける人びとが中心となり，過去・
歴史も継承しつつ，「稚内」をこれからより本格的に再
編していく可能性が高い。大都市僻遠臨海地域の地場産
業である水産業は，以前ほどではないとしても，稚内市
各地の特色ある景色や日常生活とともに，今後も「稚内」
を支える重要な存在であり続けることは間違いない。
　本稿は結果的に「稚内に関する空間商品化」を詳細に
十分に検討・考察するものにはならなかった。今後さら
に，「稚内における商品化空間の形成過程とその特性」
あるいは「稚内を舞台とする文学・映像作品の地域性」
さらには「稚内における漁港漁業の発達」についても調
査研究を進めることとしたい。

　本稿を作成するにあたっては，科学研究費補助金（基
盤研究（C）「日本の大都市僻遠臨海地における水産業
の地誌学的研究」（課題番号 16K03182；平成 31・令和
元年度）の一部を使用しました。
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